
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭教育の本質は、毎日繰り返される家庭生活の何

気ない場面で、自然に行われている中にあります。親子

が日常をともにする家庭での生活が、笑顔と安らぎに

満たされた空間の中で営まれることは、子どもの健やか

な心を育む上でとても重要です。 

家庭生活に対する親の影響力は大きいことからも、ま

ずは親自身の笑顔と子育てを楽しもうという前向きな

気持ちを応援していくことが望まれます。親自身の笑顔

の応援を通じて、親も親として、子どもとともに成長して

いけるよう、親子の育ちを支えていくことが、「『育ちあう

親子の絆』応援プロジェクト」の目的です。 

「『育ちあう親子の絆』応援

プロジェクト」提言書の本

編は、こちらの QR コード

からご覧いただけます。 

提言書 リーフレット版
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「家族との関係性」と「自己有用感」の関係

家庭での生活の中で心安らぐ感覚を

日頃から多く得られている子

家庭での生活の中で心安らぐ感覚を

日頃あまり得られていない子

「自己有用感」に関する項目の得点（平均値）

満点

29.7%

38.1%

43.2%

55.9%

28.8%

30.5%

55.9%

46.6%

78.0%

49.2%

49.8%

68.3%

76.2%

82.9%

48.8%

61.2%

81.5%

79.4%

97.9%

81.1%

0% 50% 100%

子育ての総合的な幸福感と子どもへの関わり方との関係

日頃からよく感じると回答した保護者 それ以外の保護者

お子さんは、家族の役に立っていると思う

お子さんは、家族の重要な一員だと思う

お子さんは、家族から信頼されていると思う

あなたは、お子さんに「ありがとう」と言っている

あなたは、お子さんをほめている

お子さんは、家の手伝いをする

お子さんは、家族を喜ばせることができる

お子さんは、楽しく生活していると思う

お子さんは、のびのびと生きていると思う

お子さんは、今の自分に満足していると思う

※１ 家族との関係性…「家族と一緒にいると安心する」「家族を信頼している」「家族に支えられている」 

「家族は、日頃から笑顔が多い」「家庭は、居心地がいい」 

※２ 栃木県総合教育センター「高めよう！自己有用感～とちぎの子どもの現状と指導のあり方～」（H25） 

【自己有用感】…他者や集団との関係の中で、自分の存在を価値あるものとして受け止める感覚 

自己有用感を構成する要素  「存在感」 他者や集団の中で、自分は価値のある存在であるという実感 

「承 認」 他者や集団から、自分の行動や存在が認められているという状況 

「貢 献」 他者や集団に対して、自分が役に立つ行動をしているという状況 

「関係性」 「自己有用感」の獲得のために前提条件となる重要なもの 

※自己有用感の構成要素ではないものの、自己有用感の獲得において重要と考えられる 

※３ 家族との関係性に関する質問項目において全て「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した児童・生徒 

※４ 親としての自己肯定感…「親である今の自分はこれで十分幸せという気持ちと、それに付随して高まる子どもをあ

りのまま受け止めようとする感覚」と捉えることにします。 

親子が日常をともにする家庭での生

活が、笑顔と安らぎに満たされた空間の

中で営まれることは、親の自己肯定感を

高め、子どもの健やかな心を育む上でと

ても重要であることが今回のアンケート

調査を通して見えてきました。 

１ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.9%

74.7%

78.8%

59.9%

64.9%

50% 100%
「家族との関係性」質問項目別の割合

家族と一緒にいると安心する

家族を信頼している

家族に支えられている

日頃から笑顔が多い方だと思う

居心地がいいところだと思う

「あてはまる」と回答した保護者の割合

79.2%

78.5%

78.7%

84.1%

83.0%

70.4%

60% 80%

「家族との関係性」の質問項目で「あてまはまる」と回答した保護者のうち 
子育てにおいて日頃からよく幸せを感じていると回答した保護者の割合 

家族と一緒にいると安心すると日頃からよく感じている保護者 

家族を日頃からよく信頼している保護者 

家族の支えを日頃からよく感じている保護者 

家族の笑顔を日頃からよく感じている保護者 

家庭の居心地のよさを日頃からよく感じている保護者 

全保護者 

「子育てにおいて幸せをよく感じている」と回答した保護者

毎日の子育てにいろどりを与え、保護者の

前向きに子育てを楽しもうとする気持ちを応

援していくためには、まず、親としての希望や

生きがいにつながっていく肯定的な情動、目

には見ることができない小さな幸せを少しで

も感じ取れるような機会を、学校と地域が連

携・協働して、意図的、計画的に提供していく

ことが大切です。 

「家族の笑顔」と 

「家庭の居心地のよさ」が 

実感することができると… 

見たり聞いたりして直接実感できない親としての希望や生きが

いにつながっていく肯定的な情動が深く実感できると、「家族との

関係性（家族の笑顔や家庭の居心地の良さなど）」や「子どもへ

の関わり方」など、子育てや家庭環境に対して幅広く、そして大き

くプラスの影響を与えることも調査でわかりました。 

また、これらの目には見ることができない小さな幸せを日頃か

らよく感じ取ることができている親は、親である今の自分はこれで

十分幸せという気持ちと、それに付随して高まる子どもをありのま

ま受け止めようとする感覚が高く、「家族との関係性」や「子ども

への関わり方」なども良好であることが明らかとなっています。 

「『育ちあう親子の絆』応援

プロジェクト」提言書本編 ２ 



     

 

 

 

  

家庭教育支援の目的は、親の支援を通じて、子ど

もの育ちを支えていくことです※5。笑顔が多く、居心

地のよい家庭を創ることが、子どもの健やかな心の

成長のために大切であることからも、親としての希望

や生きがいにつながっていく、目には見ることができ

ない小さな幸せを実感できるよう応援していくこと

が、家庭教育支援にとって大切なことの一つだといえ

ます。 

※5 家庭教育支援の推進に関する検討委員会「つながりが創る豊かな家庭教育 ～親子が元気になる家庭教育支援を目指して～」（H24） 

子育てを楽しもうとする 

前向きな気持ちを応援するために 

～感じる、小さな幸せ。～ 

３ 

家庭では見られない子どもの姿に 

ふれられる機会を提供しましょう。 Point１ 

〈活動の例〉 

▢ レクリエーション活動、野外活動、調理実習など、子どもがいろいろ

な人と関わりながら活動している様子を見ることができる体験活

動を親子一緒に行う。 

▢ 親子で生まれてからこれまでについて手紙に書いて送り合い、読

み合う。 

子どもの成長について 

親同士で語り合える機会を提供しましょう。 Point２ 

〈活動の例〉 

▢ これまでの子育てで困ったことや悩んだこと、それ以上にうれしか

ったことや感動したことなどを、小グループで伝え合い、聴き合う。 

子どもの成長から 

幸せを感じられることが大切です 

Happiness. 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

和やかな家庭を創る 

つながりを応援するために 

～一緒から生まれる、柔らかな笑顔。～ 

子どもにとっての理想の親でありたい、和やかな家庭

を創りたいと思っても、様々な事情により、自助努力では

困難な家庭があります。そして、子どもたちは、それぞれ

がおかれた家庭環境の中で日常生活を営んでいます。 

全ての子どもたちの健やかな成長のために、親子の

生活が和やかな家庭環境の中で営まれるよう、親子の

笑顔を社会全体で応援していくことも、家庭教育支援を

行って行く上で重要です。 

〈活動の例〉 

▢ 親子が一緒に気軽に楽しむことができるスポーツや体験活動を提

供する。 

▢ 四季折々の地域に残る行事で、親と子、地域の人たちが楽しめる

機会を工夫して加える。 

▢ 親子で一緒に行った活動の後に、感想を伝え合うなど、お互いの

気持ちを言語化できる場面を意図的に設定する。 

親子が笑顔になれる機会を提供しましょう。 Point１ 

〈活動の例〉 

▢ 母子手帳（父子手帳）を親子で見ながら語り合い、日頃伝えること

ができていない生まれてきてくれたこと、生んでくれたことに対する

感謝の気持ちなどを、互いに言葉で伝え合える機会を設定する。 

親子が心を通わせる機会を提供しましょう。 Point２ 

提言書本編には、ここに掲載していない活動案や先生だからできる

活動案、参考事例などを掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 ４ 



   

 

 

 

  

 

 

我が子は思春期真っ只中！ 

～思春期の子育ては戸惑いや悩みの連続です～ 

子どもに条件をつけて接していませんか？ 

あなたならどうしますか ～家庭における性教育～ 

我が子の進路とどう向き合っていますか？ 

将来の自立に向けて、子どものことについて 

話してみませんか？ 

～高等部生活への期待と不安・悩み～ 

親同士の学び合いとつながりづくりのためにご活用ください。 

    家庭教育支援プログラムとは      

家庭教育支援プログラムとは、参加者同士が身近なエピソード

について話し合ったり、アクティビティを通して交流したりしながら、

子育てについて主体的に学ぶ、参加型のプログラムです。 

交流や話合いをすすめていく中で、自分自身の問題に気付い

たり、親としてのあり方や役割について考えたりするきっかけとする

ことがねらいです。 

   アレンジ版  

現代的課題等をふまえた５つの大きなテーマ

の中からプログラムを選び、実施できます。 

親学習プログラム 

「『育ちあう親子の絆』応援プロジェクト提言書」 

「家庭教育支援プログラム（親学習プログラム、アレンジ版、思春期版）」 

は、下都賀教育事務所ホームページ（家庭教育支援プログラムはページ内

の関連リンク）からご覧いただけます。 

 

下都賀教育事務所ふれあい学習課ホームページ 

【お問合せ】 

下都賀教育事務所ふれあい学習課 

〒328-8504 栃木県栃木市神田町 6-6 

TEL：0282-23-3422 

親の笑顔を応援することが子どもの健やか

な成長につながり、子どもからもらう幸せに満

ちた愛おしい気持ちがまた、親を笑顔にしま

す。「この子の親でよかった」「この家族のもと

に生まれてきてよかった」という、あたたかな親

子の心のつながりを、全ての家庭が生涯にわ

たって紡ぎ続けられるよう、本提言が少しでも

お役に立つことができたら幸いです。 

５ 

    こちらもおすすめ！ 

   地域元気プログラム  

地域課題の解決をとおして、住民同士の

つながりをつくるプログラムです。 


